

































この世界の AItwestnordi schでか Lれた文学は，吟遊宮廷詩人(skard紅)の作品があら
ゆる分野にわたる散文物語(saga)を持つが.事1話的にもっとも重要なのは新!日間 Eddaで
あろう。 IREddaは 13世紀の写本で残っているが，詩の形にまとめられたのは大体 10世
紀前後と思われる。新 Eddaはいわゆるアイスラゾドのノレネッサンスの大学者 Snorri








1) A. Heusler : Germanentum S.117 
1. asir神族と vanir神族
昔，この二神族の聞にはげしい股争がなされた末，両軍は和陵して後者は前者のうちに吸~)(
された。旧 Eddaの VQlus同(以下 Vsp.と略}にさ大の四節が見られる。大要は:














は美しき Hanir とかしこき Mimirが， vanir側からは NiQrdr とその子 Freyrりが
さし出された。しかし Hoenirはことがあっても Mimirがそばにいなければ何も諮らな
かったので vanirは人質に低能な者を送って来たと怒り ，Mimirの首をはねて Odinn
の許に送りかえ した。 Odinnはそれに呑油をぬってくさらないようにし，呪文をかけると
首は口を開いていろいろなかくされたことを Odinnに物語るようになった。 6dinn は






asirは torr(dt. Donar)を先頭とする遊牧民族の神々 ，vanirをいただくのは段商業民
族で，中部スウェーデンとノルウェ ーの Drontheim(Thronthiem)附近に定住していたも
のとしているの。ここでその背景を少しくわしくたづねてみたい。
asir(sg. ass)は全ゲノレマン諮に見られ. (got. ans， ae. OS， as孟s，ahd. ans. )， 語源は不明
































はそれははっきり句inn となっている。(もし Granbechが Vsp.St.26にはやはり立つ
torrが出て来るためにそう考えたのならばそれはあやまりで， St.26はもう別な神話に移



















うだとすれば彼らは Tacitusの時代には W巴ichselr可の下流におり，三世紀に Donauの
流域にあらわれたのだから その速度から概算すると，事件は多く見積っても前10世紀より
はさかのぼらないのではないだろうか。






















2) W. Gronbech: Kultur u. Religion der Gerrnanen. 1954. I. S. 337任
3) S. Sijmons u. H. Gering : Die Lieder der Edda. 1927. II.l. S. 32f. 




o) K. Helm : Altgerm. Religionsges二hi己hte.1937. 1I.1 S. 43f 
II.神々と巨人族
Eddaのほとんどすべての神話に共通の Motivは神々とE人族の交渉である。その多く
は戦いだが，そのチャンピオンは torrだ。|日 Eddaの trymsk_vida，新 Edda，















1 神々 とE人族ばしばしば深い血族関係を持つ。 NjQrdrの萎(Gfg.C. 23 u. a. )， Freyr 
の妻 (IBEdda，Skirnismal u. a.)，がEへであるのみならず，主将白innも何人かのE人
の娘を愛人としている。のみならず，神Aの多くは直接にE人から生まれている。00lnn
(Gfg. C. 6)， Tyr (1日Edda，Hymiskvida St. 5) も例外ではない。両者の区別ははなはだ
あいまいなのである。
2. OOinnの伯父らしい Mimir (旧 EddaH釘 amalSt. 140)は普通水に関係のゐるE
人となっているが，前出の Ynglingasaga C.4からも明らかなように，良き有用な智をあ
らわすもので，彼(叉は他の巨人)の保管する5']:重な蜜酒は，精神文化の芽とも見られるも










5. 運命の女神 nornir(主神々 より も強い力を持つものだが，これもE人族の出 となって
いる。 (Vsp.St. 8， u. a.) 
放に，我々は別の考え方をしなければならなL、。衣に名前をしらべてみよう。
a ゲノレマン系議語に共通な and.turs， ags. tyris， ahd. tursa 語源は不明。 “のどをか
わかした者"，“さわぐ者"などが考えられるが定説ではない。非ゲノレマゾ系の言語から古く
借用して来たのではなし、かとする人もある 3)。
b Hochdeutschにはない and.jQtunn， ags. eoton これも語源は不明.“がつがつ食 う
者"の1主であるかもしれなし、。
c. 北方にはない ahd.risi， as. wrisi. これは skr.vrる叩 “stark"から来たものらしL、。
結局，名前は大した手がかりにはならないのであるが，語源の不明確さは言葉の古さを示
































1) K HeJm:前掲書 !I，2.S. 91f. 
2) W. Grりnbech:前掲害 I.S. 282 
3)向上 S.90.






うみ(Hyndluljo5St. 42f. u. a. )， 一方では女神 FreyjaをE人の手から守るために牝馬とな
って Odinnの八木足の名馬 Sleipnirをうむ。(Gfg.C. 42)。そして最後に光明神Baldrを死
にみちびく (VspωSt34， Gfg. C49f. )という許され得ない怒事のために神々から岩にしばり
つけられ.そとで身をふるわせる度に地良を起すが，世界終末にのぞんではし、ましめを解き
冥府の軍勢をひきいτ神々に向い，Heim由lIr神と相討ちになって果てる。 (Gfg.C. 51 u. a. ) 












をますますわからないものにしていたのだが， この Lo"5urrはおそらく Lokiではあるま
い九 Eddaの他の場所で OOinn，Hoenir， Lokiの トリオが登場するところから同一視され
て来たのだが，この条件は十分とはいえなし、。Lodurrはここで見られるのみだが，別の神
格であろう。 (Freyrと解する人もある。)Snorri はここで OOinn，Vili， V飴 の組合せに し










Gfg C. 34 u. a.にあると思う。それによれば LokiはE人の女に三つの怪物をうませてい
る。その一つ Helは云うまでもなく冥府の人格化で，二番目の Midgardscrmr という大
蛇は大地をとりまく荒海のシンボノレとせられるが切らかに冥府の怪蛇 Nidhoggr(Vsp. St. 
39 u a. )と関係を持つ。三者自の怪狼 Fenrirはこれも冥府の怪犬 Garmr(Vsp.St. 44 u. 









































2) E. Sykes.前掲書 S.128.
3) K. Hehn，前掲雪 I，2.S. 276t. 
なお Textとしては
Edda1ieder， hrsg. v.F. ]onsson.l888. (Altnordische Textbibliothek 2.) 
Die Edda， hrsg. v.R. C. Boer. 1922. 
Die jungere Edda， ubersetzt v. G. Neckel u. F. Nie白 er.1925(Sammlung Thule 20.) 
Heimskringla， translated by S. Laing.1951 (Everyman's Library 847.) 
を用いた。
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